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奥倉辰行著

安政 4(1857)年刊 2冊
縦 25。 3cm 横 18.lcm

令
一方

イ
イ
ニ

裁
計

今
口
き
／グ
も
睫
視
珂今

ュ

オ

一一．夕
七
物
品
誡

ィ

夕
し
ノ
ム
コ
夕゙
／
バ
ナ



本
書
は
、
江
戸
末
期
の
ア
マ
チ
ュ

ア
博
物
学
者
奥
倉
辰
行

（～

一
八
五

九
）
の
魚
類
図
鑑
。
辰
行
の
本
業
は

江
戸
神
田
多
町
の
青
物
商
。
幼

い
頃

か
ら
絵
が
う
ま
く
、
近
所
に
住
む
考

証
学
者
狩
谷
枚
斎

（
一
七
七
五
～

一

八
三
五
）
に
才
能
を
見
出
さ
れ
、
魚

類
を
描
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
。
枚

斎
よ
り
魚
の
購
入
費
等
の
資
金
援
助

を
受
け
、
毎
日
の
よ
う
に
魚
市
場
に

通
い
、
熱
心
に
魚
類
の
写
生

。
調
査

研
究
を
行

っ
た
と
い
う
。

そ
の
成
果
と
し
て
辰
行
は
、
メ
ダ

カ
か
ら
ク
ジ
ラ
の
種
類
に
至
る
千
余

種
の
図
説
を
ま
と
め
、
十
数
巻
に
及

ぶ
刊
行
を
企
画
し
た
。
ま
ず
は
当
時
、

「鯛
は
魚
の
王
」
と
も
て
は
や
さ
れ

て
い
た
鯛
類
を
第

一
巻

「鯛
部
」
と

し
て
私
費
出
版
す
る
。

「鯛
部
」
は
上
下
三
冊
か

ら
成
り
、
上
冊
に
鯛
図
九

十
種

（鯛
類
で
は
な
い
が

名
に

「鯛
」
と

つ
く
も
の
　

一
無
九

も
含
む
）
、
下
冊
に
解
説

を
収
め
る
。
特
に
鯛
図
は
、

費
用
を
い
と
わ
ず
当
時
の

人
籠

ガ
鶏
‘
こ
の
″
ブ
古
出さ
十
納
す

口
格
れ
た
丁
家
右
そ
を
∵
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◆平日(午前9時～午後5時半)土 。日。祝 (午前9時～午後4時半)
01月 の休館日:年始休館6日 まで。26日・31日
(本欄にて紹介した名品の閲覧については係へお尋ねください)

ニ́
ッ
達
共

刊

本
版
印
刷
技
術
の
粋
を
尽
く
し
た
豪

華
な
も
の
。
魚
体
の
色
調
を
細
部
に

わ
た
り
表
現
す
る
た
め
に
、
十
数
度

も
色
を
重
ね
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ

れ
る
。

下
冊
の
解
説
に
は

「古
来
よ
り
言

伝
に
、
鯛
の
九
ツ
道
具
を
所
持
な
せ

ば
、
物
に
不
自
由
な
し
、
又
福
禄
を

得
る
と
云
り
」
と
の
説
明
と
共
に
、

鯛
の
骨
格
図

「鯛
名
所
之
図
」
（右
図
）

が
描
か
れ
て
い
る
。
「鯛
の
九

ツ
道

具
」
は
、
図
周
辺
の
小
骨

「大
龍
」

「鯛
中
鯛
」
等
。
こ
の
骨
格
図
は
、

江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
魚
類
図
譜

の
大
部
分
が
外
形
を
写
生
し
彩
色
し

た
も
の
で
あ

っ
た
中
で
は
、
珍
し
い

も
の
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に

「鯛
部
」
以
降
の

巻
は
、
資
財
が
続
か
ず
未
完
に
終
わ

っ
た
。
　

（天
理
図
書
館
　
瀬
川
浩
子
）
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